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	学校教育目標：「自ら考え、主体的に行動する子どもの育成」
	2026年6月2日火曜日
	NO．3

	くすのき小学校だより
	四條畷市立くすのき小学校　校長　花岡　純
	自分の身は自分で守る
	　「手をあげて渡る」「右左を見てから渡る」。警察の方を招いて1年生が交通安全教室を行いました。将来の夢をかなえるためには、丈夫な体、勉強、よく遊んでよく寝る、そして、交通事故にあわない。一人で歩いていても安全に帰れるように自分のことは自分で守れるようになることが大事ということを教わりました。運動場に、信号機、横断歩道、道路標識をおいて安全な歩き方を勉強しました。
	　先日、地域の方とお話しする機会がありました。 　子どもたちの様子をみていると、子どもらしさは今も昔も変わらず、楽しく遊んでいます。もめても自分たちで解決もしていました。 　心配なのは、 　・子どもたちだけで、電車に乗って遠くまで遊びに行っている 　・近くの商業施設で、子どもたちだけで過ごしている 　・6〜7時くらいに公園に集まり、ゴミを散らかしたまま帰っている 　そんな声も聞かれました。 　時代が変わっても子どもらしさを出せるような関わりをご家庭でもっていただきつつ、スマートフォンなどの電子機器だけに頼ることなく、対面での関わり(見守る、声をかける、一緒に遊ぶなど）を大切にしながら、マナーを守り、安全に過ごす力を身につけていってほしいですね。
	　※子どもらしさ：時には大人を困らせてしまうことがあっても、何かに抑圧されることなく、無邪気に、屈託なくはしゃいで、笑って、大声で叫んで、時にはわがままを言って。幼少期にこのような経験をすることは、とても大事なことです。
	豆知識
	　6月にきれいに咲く「アジサイ」の花。実は、みんなが「花びら」だと思っているところは、本当は花ではありません。では、どこの一部でしょう？ ① 葉っぱ ② くき ③ ガク （花をささえるところ）
	正解は ③の「ガク」 でした！（まんなかにある小さな粒が、本当のお花です）




